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一　
は
じ
め
に

　

こ
の
連
載
は
、
高
等
学
校
で
地
理

の
指
導
を
し
て
い
る
現
職
教
員
を
中

心
に
、
今
年
度
は
じ
め
て
実
施
さ
れ

た
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
地
理
が

ど
の
よ
う
に
出
題
さ
れ
、
ど
の
よ
う

学
力
を
求
め
て
お
り
、
そ
し
て
、
ど
の

よ
う
な
指
導
が
必
要
と
な
っ
て
く
る

か
を
探
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

当
初
は
、
本
会
ご
担
当
者
か
ら
、
一

個
人
と
し
て
の
レ
ポ
ー
ト
で
依
頼
を

受
け
て
い
た
が
、
本
稿
を
作
成
す
る

た
め
に
、
様
々
な
先
生
方
か
ら
感
想

や
意
見
を
伺
う
内
に
、
実
に
多
様
な

捉
え
方
や
思
い
が
あ
る
こ
と
を
改
め

て
感
じ
、「
多
く
の
方
と
共
通
テ
ス
ト

を
解
き
直
し
て
、
分
析
し
て
み
た
い
」

と
い
う
思
い
に
至
っ
た
。

　

今
回
の
連
載
で
は
、
ま
ず
、
あ
と
に

紹
介
す
る
先
生
方
で
分
担
し
て
、
担

当
問
題
を
分
析
し
て
発
表
し
、
そ
れ

に
つ
い
て
自
由
に
意
見
を
出
し
合
い
、

出
題
さ
れ
た
問
題
の
特
徴
や
求
め
ら

れ
る
学
力
等
を
検
討
す
る
。
予
定
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

・
第
１
回
①
は
じ
め
に
、
全
体
概
要

②
地
理
Ｂ
第
１
・
２
問

（
蒼
下
和
敬　

下
関
南
高
校
）

・
第
２
回
③
地
理
Ｂ
第
３
・
４
問

（
後
藤
泰
彦　

佐
倉
高
校
）

④
地
理
Ａ
第
１
・
２
問

（
宅
島
大
尭　

広
島
大
・
院
）

・
第
３
回
⑤
地
理
Ａ
第
３
・
４
問

（
首
藤
慧
真　

広
島
井
口
高
）

⑥
第
１･
２
日
程
第
５
問

（
井
上
明
日
香　

川
崎
高
校
）

・
第
４
回
⑦
第
２
日
程
Ｂ
第
１
・
２
問

（
中
村
秀
司　

鳥
取
西
高
校
）

⑧
第
２
日
程
Ｂ
第
３
・
４
問

（
山
口
裕
平　

上
五
島
高
校
）

　

こ
の
連
載
で
は
、
多
く
の
方
が
参
加

可
能
な
開
か
れ
た
も
の
に
し
た
い
と

考
え
、
誰
で
も
自
由
に
気
づ
き
や
意

見
を
表
明
で
き
る
よ
う
試
み
る
。
参

加
方
法
に
つ
い
て
は
、
次
の
担
当
者
に

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先:

中
村
秀
司
（
鳥
取
西
高
）

nakam
ura_su1@

g.torikyo.ed.jp

　

地
教
研
に
は
、
こ
の
よ
う
な
機
会

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

二　
共
通
テ
ス
ト
地
理
の
概
要

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

下
で
試
験
は
第
一
日
程
、
第
二
日
程

が
設
定
さ
れ
た
。
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

に
よ
れ
ば
、
第
一
日
程
の
地
理
Ｂ
は

１
３
８
，６
１
５
人
が
受
験
し
、
平
均

点
は
60
・
06
点
、
第
二
日
程
は
３
９
５

人
が
受
験
し
、
平
均
点
は
62
・
72
点

で
あ
っ
た
。
昨
年
の
セ
ン
タ
ー
試
験
地

理
Ｂ
の
66
・
35
点
と
比
べ
る
と
、
点
数

的
に
は
難
化
し
た
こ
と
に
な
る
。　

　

こ
こ
で
は
、
受
験
者
の
多
い
第
一

日
程
の
地
理
Ｂ
を
中
心
に
概
要
を
振

り
返
る
。
大
問
は
「
世
界
の
自
然
環

境
」「
産
業
」「
都
市
と
人
口
」「
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
の
地
誌
」「
宮
津
市
の
地

域
調
査
」
の
５
題
で
構
成
さ
れ
、
従

来
の
６
題
か
ら
再
編
さ
れ
た
。
ま
た
、

解
答
す
べ
き
マ
ー
ク
の
数
は
35
か
ら

32
に
減
少
し
た
。
一
方
、
ほ
ぼ
す
べ
て

の
問
題
に
図
や
表
、
写
真
が
示
さ
れ
、

資
料
か
ら
読
み
取
っ
て
得
た
情
報
を

基
に
し
た
考
察
や
学
習
に
よ
り
得
た

知
識
と
資
料
を
関
連
づ
け
た
考
察
を

求
め
て
い
た
。
従
来
見
ら
れ
て
い
た
、

分
布
や
特
色
な
ど
の
知
識
の
正
誤
を

問
う
問
題
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
く
な
り
、

一
問
一
問
の
負
担
は
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
戸
惑
い
焦
っ
た
受
験
生
も
多
か
っ

た
と
聞
く
。

　

続
い
て
、
共
通
テ
ス
ト
が
ど
の
よ
う

な
力
を
問
う
た
の
か
を
探
る
た
め
、
各

問
を
次
の
通
り
分
類
し
た
。
①
既
得

の
知
識
を
用
い
て
分
類
し
た
り
正
誤

を
判
定
し
た
り
す
る
「
知
識
の
再
生
」

ま
た
は
単
純
な
「
読
み
取
り
」
の
力

を
問
う
問
い
。
②
既
得
の
知
識
ま
た

は
読
み
取
っ
た
情
報
を
基
に
個
別
性

の
高
い
特
定
の
事
象
に
つ
い
て
推
論

す
る
力
を
問
う
問
い
。
③
既
有
の
知

識
ま
た
は
読
み
取
っ
た
情
報
か
ら
一

般
化
さ
れ
た
も
の
を
用
い
て
応
用
的

に
推
論
す
る
力
を
問
う
問
い
の
３
通

り
に
分
類
し
た
。
結
果
は
、
①
が
３

問
（
平
均
正
答
率
86
％
）、
②
が
20
問

（
64
％
）、③
が
９
問（
57
％
）で
あ
っ
た
。

単
純
な
知
識
問
題
よ
り
も
応
用
的
な

力
を
問
う
問
題
の
方
が
正
答
率
は
低

い
傾
向
に
あ
り
、
出
題
バ
ラ
ン
ス
も
推

論
性
の
高
い
も
の
が
多
い
が
、
こ
の
傾

向
は
近
年
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試

験
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
共

通
テ
ス
ト
で
は
出
題
ス
タ
イ
ル
に
変

化
は
見
ら
れ
て
い
る
が
、
問
わ
れ
て
い

る
力
は
現
行
学
習
指
導
要
領
に
明
示

さ
れ
た
方
針
を
引
き
継
い
で
い
る
と

い
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
蒼
下
）

※
正
答
率
は
、
ベ
ネ
ッ
セ
「
大
学
入
試
共
通
テ

ス
ト
徹
底
分
析
」
を
基
に
算
出
し
て
い
る
。

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
探
求 

①

    
～
連
載
開
始
に
あ
た
っ
て
～

蒼
下
和
敬
、
後
藤
泰
彦
、
宅
島
大
尭
、
首
藤
慧
真

井
上
明
日
香
、
中
村
秀
司 

、
山
口
裕
平
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